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今
は
ば
た
く
未
来
の
力

平平平
成成
1188
年年
成成
人人
式式

人
口
減
少
時
代
を
反
映
し
、
今
年
、
全
国
で
は
昨
年
よ
り
７
万
人
少
な
い

１
４
３
万
人
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

伊
賀
市
で
は
、
昨
年
よ
り
40
人
少
な
い
１
１
０
９
人
（
男
５
６
４
人
、
女

５
４
５
人
）
が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
は
、
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
を
対
象
に
、
１
月
９
日
の
成
人
の
日
に
伊
賀
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

79
・
６
％
に
あ
た
る
８
８
３
人
が
出
席
し
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
同
級
生
と

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
時
代
の
恩
師
に
よ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
と
歓
声
や
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

新
成
人
は「
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」「
し
っ
か
り
自
分
自
身
の
道
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
」「
君
た
ち
の
若

い
力
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支
え

て
い
き
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。」「
文
化
祭
や
運
動
会
で
が

ん
ば
っ
て
い
た
姿
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
君
た
ち
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」「
自
分
自
身

の
行
動
や
発
言
に
責
任
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
」「
世
界
に
は
ば
た
い
て

く
だ
さ
い
」な
ど
、
エ
ー
ル
を
送

ら
れ
る
と
懐
か
し
く
感
じ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

成
人
式
の
企
画
段
階
か
ら
た
ず

さ
わ
っ
た
新
成
人
代
表
６
人
の
紹

介
の
あ
と
、
福
森
慎
さ
ん
の
司
会

で
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
岡
市
長
が「
自
分
の
命
、
人

の
命
、
世
の
中
で
一
番
大
事
な
命

を
大
切
に
し
、
立
派
な
大
人
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
」と
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
極
本
兼

人
さ
ん
が「
今
ま
で
育
て
て
く
れ

た
家
族
や
先
生
、
励
ま
し
あ
っ
た

友
人
に
感
謝
し
ま
す
。
困
難
や
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、
今
日
と
い
う

日
を
節
目
と
し
て
成
人
と
し
て
の

責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
前
向
き
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
新
成
人
の
バ
ン

ド
グ
ル
ー
プ『
Ｔ
Ｗ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｙ
Ｓ
』

『
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｓ
』
が

演
奏
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

☆☆
新
成
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ZZ
☆☆

「
こ
れ
か
ら
は
責
任
あ
る
行
動
を

と
り
ま
す
」「
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
り
ま
す
」「
人
の
役
に

立
て
る
仕
事
が
し
た
い
」「
看
護

師
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
」

「
夢
を
実
現
し
た
い
」「
理
容
師
を

め
ざ
し
頑
張
り
ま
す
」「
懐
か
し

い
友
達
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ

た
」「
同
級
生
が
司
会
を
し
て
い

る
の
を
見
て
、
み
ん
な
頑
張
っ
て

い
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
」「
４
月

か
ら
社
会
人
に
な
る
の
で
責
任
あ

る
行
動
を
と
り
た
い
」「
周
り
の

人
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
自
分

の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
し
た

い
」「
両
親
に
心
配
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
た
い
」
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1月15日、上野運動公園で第1回伊賀市スポーツ
少年団ミニ駅伝大会が行われました。
伊賀市・名張市のスポーツ少年団（36少年団）から
75チームが参加し、曇り空の下、寒さを感じさせな
い元気な走りを見せてくれました。
小学生男子高学年の部は、競技場をスタートし野

球場周辺を1周するコース、小学生男子低学年の
部・小学生女子の部は、競技場をスタートし、競技
場周辺を1周するコースで共に全7区間で競われまし
た。
子どもたちを応援しようと沿道に駆けつける人達

や観客席で歓声や拍手をくれた人達のおかげで全チ
ーム無事にタスキをつなぐことができました。
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1月1日、伊賀の国大山田温泉
さるびのを発着点とし、3.5キ
ロと5キロのマラソンコースと2
キロのウォーキングコースに分
かれ、おおやまだ元日マラソン
が盛大に行われました。
友達、家族連れなど約600人

が、さわやかな汗を流して新年
をスタートしました。
走り終えた参加者は、気持ちよさそうに「毎年楽

しみにしています。さるびの温泉に入って来ます」
と笑顔で話しました。
抽選会では、参加者に地元で生産された野菜のセ

ットや温泉パスポート券などが贈られました。

新年のスタートは健康から
おおやまだ元日マラソン

1月6日、ふるさと会館いが小ホールで、「よろず
劇場とんがらし」よる人形劇が公演されました。
ちょっとお間抜けな2人組が繰り広げる友情物語

「えん・えん・え～ん」や、本格的な腹話術による
「あかずきんちゃん」など、ユーモアたっぷりの人
形劇を披露してくれました。
また、子どもたちは公演終了後に舞台裏を見せて

もらったり、人形に触らせてもらったりするなど楽
しい時間を過ごしました。

うたと語りと人形劇！
よろず劇場とんがらし公演

子どもたち元気よく快走
第１回伊賀市スポーツ少年団ミニ駅伝大会

1月21日、「大山田温泉さるびの」の入浴者数が
200万人を達成しました。記念すべき200万人目の
入浴者となったのは、亀山市から家族5人で来られ
た大津則幸さん。大津さんは、「今回で4回目ですが、
まさか200万人目になるとは、びっくりです。」と話
していました。
くす玉が割られた後、大津さんには、200万人達

成証と記念品（伊賀牛すきやきセット、さるびの温
泉化粧水セットなど）が贈られました。
同温泉は、平成11年4月にオープンし、関西や中

部方面からのお客さんも多く、1日平均約1000人、
年間約28万人が訪れています。

入浴者数200万人達成！
大山田温泉さるびの


